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教育
最前線

高齢ドライバー自らが運転の問題点に気づき、
話し合いながら解決策を見つけるプログラム

連載 11

●京都府警察本部・いきいき運転講座

●
千
葉
県
立
船
橋
東
高
等
学
校
　
教
諭

南
部
健
さ
ん

運
転
免
許
を
持
た
な
い
高
校
生
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

心
理
状
態
を
知
ら
ず
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
S
J
３
月

号
の
特
集
「
私
が
実
践
し
て
い
る
交
通
安
全
」
に
は
、

ど
ん
な
場
面
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
て
運
転
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
声
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
高
校
生
に
ド
ラ
イ
バ
ー
側
の
目
線
や
考

え
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
紙
面
の
一
部
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

S
J
は
交
通
安
全
の
情
報
を
得
る
媒
体
と
し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
高
校
生
向
け
の
教
材
『
セ
ー
フ

テ
ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
時
に
は
、

そ
の
紙
面
を
読
ん
で
該
当
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
集
会
や
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
指
導
す
る
際
の
ネ
タ
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ア
イ
で
高
校
生
の
違
反

の
現
状
が
わ
か
る
観
察
や
、
ど
う
い
う
手
立
て
を
す
る

と
交
通
環
境
が
改
善
さ
れ
た
か
な
ど
の
好
事
例
を
積
極

的
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
青
森
東
　
本
社

市
川
清
一
さ
ん

Ｓ
Ｊ
３
月
号
で
青
森
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
安
全
教

室
の
記
事
を
読
み
、
高
校
生
に
対
し
て
安
全
を
伝
え
る

活
動
は
と
て
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

当
社
で
は
、
４
月
22
日
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
協
力
を
得
て

中
学
校
と
高
校
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
体
験

出
張
安
全
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ク
ル

マ
の
制
動
距
離
の
実
験
な
ど
も
行
い
、
ク
ル
マ
の
特
性

を
伝
え
て
、
交
通
安
全
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

日
頃
、
販
売
店
で
は
、
来
店
し
た
お
客
様
に
安
全
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
冬
道
の
時
は

ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
、
早
め
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
下
さ

い
な
ど
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
や
地
域
の
人

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
参
考
に
な
る
の
で
、
S
J
に
は
指

導
の
様
子
が
わ
か
る
具
体
的
な
記
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

ご愛読者のみなさまへ
SJに対するご意見・ご感想をお寄せください！
SJ編集部では今後の紙面づくりの参考にさせ
ていただくため、みなさまのご意見･ご感想･
ご要望を下記メールアドレスにてお待ちして
おります。

sj-mail@ast-creative.co.jp

読
者

の
声

8本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。

動
を
展
開
し
て
い
る
。
京
都
府

警
交
通
企
画
課
交
通
安
全
教
育

係
長
の
安
田
佐
智
子
さ
ん
は

「
京
都
府
警
で
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
、

各
地
域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
地※

域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
）
に
交
通
安
全
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
役
に
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
活
動
の
背
景
を

語
る
。

３
月
27
日
に
は
、
伏
見
警
察

署
（
京
都
市
伏
見
区
）
で
「
い
き

い
き
運
転
講
座
」
が
開
か
れ
た
。

最
初
は
「
交
通
脳
ト
レ
」。
脳
機
能
を
高
め

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
、
交
通
安

全
教
育
の
学
習
効
果
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
る
。
冊
子
「
交
通
脳
ト
レ
３
ヵ
月
」
か
ら

選
ん
だ
「
ま
ち
が
い
探
し
」
な
ど
の
問
題
が

参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
配
布
さ
れ
、
参
加
者

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
は
、（
社
）
日
本
自

動
車
工
業
会
が
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
開

発
し
た
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
そ
の
特
徴
の
１
つ
は
、
講
座
に
参
加
す

る
高
齢
者
が
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
っ
て
、
自
分

た
ち
の
力
で
進
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

京
都
府
警
察
本
部
（
以
下
、
京
都
府
警
）

で
は
、
こ
の
「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
を
昨

年
９
月
よ
り
、
府
内
の
各
警
察
署
で
普
及
活

は
問
題
を
解
く
。

次
は
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
の
１

つ
「
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る
」。
あ
る
交

通
場
面
に
お
け
る
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

を
ビ
デ
オ
で
見
て
も
ら
う
。
参
加
者
は
ビ
デ

オ
を
見
る
前
後
に
、
そ
の
交
通
場
面
で
自
分

だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
運
転
を
す
る
か
、

自
己
評
価
（
１
０
０
点
満
点
で
採
点
）
を
行

う
。
他
人
の
運
転
を
見
て
、
参
加
者
に
自
己

評
価
技
能
（
自
分
の
姿
を
正
し
く
評
価
す
る

能
力
）
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
あ
る
。

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
の
交
通
安
全
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
参
加
者
が
意
見
を
発
表
し

た
り
、
そ
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
形
で
進
行

す
る
。
高
齢
者
同
士
で
話
し
合
い
、
そ
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
き
、
参
加
者
自

身
に
答
え
を
導
き
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね

ら
い
で
あ
る
。

京
都
府
警
の
安
田
さ
ん
は
「
参
加
し
た

方
々
が
意
見
を
発
表
し
な
が
ら
進
行
す
る
と

い
う
講
習
は
、
参
加
者
自
身
の
理
解
を
深
め

る
教
育
手
法
と
し
て
、
た
い
へ
ん
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、『
交
通
脳
ト
レ
』
は
講

習
へ
の
集
中
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
他

の
講
習
の
導
入
に
も
応
用
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
」
と
評
価
す
る
。

京
都
府
警
で
は
「
い
き
い
き
運
転
講
座
」

を
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に
、
７
警
察
署
で

17
回
実
施
し
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
む
５

８
４
人
が
参
加
し
た
。
安
田
さ
ん
は
「
平
成

21
年
度
は
府
内
26
警
察
署
す
べ
て
で
実
施
す

る
こ
と
が
目
標
」
と
語
る
。

話
し
合
い
を
通
じ
て

交
通
安
全
力
を
高
め
る

ポ
イ
ン
ト
○3

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
を

見
て
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る

ポ
イ
ン
ト
○2

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
の
新
た
な
手
法

「交通脳トレ」には、危険
を予知する時に働く脳を活性
化さるための「まちがい探し」
や、脳全体を活性化させる
「計算問題」などの課題が用
意されている。この日は「ま
ちがい探し」に挑戦。

1
「いきいき運転講座」の内容（一例）

あいさつ

2交通脳トレ

3自分の運転を振り返る

講座の目的を参加者に理解
してもらう。また、必要があ
れば、参加者同士で自己紹介
を行う。「いきいき運転講座」
のリーダー用教材には、あい
さつから説明にいたるまでの
台本が入っているため、初め
ての方でも安心して講座の進
行ができる。

※
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
＝
道
路
交

通
法
に
基
づ
き
、
京
都
府
公
安
委
員
会

か
ら
委
嘱
さ
れ
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

この日のテーマは
「信号機のない交差
点の通過（四輪車）」。
ビデオでは、「止ま
れ」の標識がある交
差点を通過するクル
マの様子が映し出さ
れる。15台のクルマ
が通過するが、停止
線の手前で一時停止
して安全確認していると思われるクルマは
１台もいない。

その後、リーダー役は「止まらな
いと、どんな危険がありますか？」
など、質問していく。
これに対し、参加者は「車道の手
前にある歩道から、歩行者や自転車
が飛び出してきて、ぶつかるかもし
れない」と答える。さらに、ある参
加者からは「こういう場所で止まら
ないクルマがいるということを、子
どもたちにも教える必要がある」と
いう意見が出されるなど、活発な話
し合いが行われた。

「いきいき運転講座」について
「いきいき運転・いきいき生活」
「危険予知トレーニング」「ヒヤリ体
験を生かす」「自分の運転を振り返
る」という４種類の交通安全トレー
ニングと、「交通脳トレ」で構成さ
れる高齢者向けの交通安全教育プロ
グラム。

お問い合わせ・教材申し込み先：（株）コンセプション
受付時間：11：00～18：00（月曜～金曜、祝日を除く）
TEL：03-5770-7725 FAX：03-5770-7726

また、教材（ビデオ除く）は以下の自工会ホームペ
ージからダウンロードが可能。ビデオ（DVD）は自工
会が運営する自動車図書館（東京都港区）で閲覧・貸
出しを行っている。
http://www.jama.or.jp/safe/safety_elderly/

脳
を
活
性
化
さ
せ
な
が
ら

交
通
安
全
を
学
ぶ

ポ
イ
ン
ト
○1

今回は伏見警察署の警察官がリーダー役、伏見地域交通安全活動推進委員12人が参加者となっ
て講座が進められた

次号は２００９年６月２０日発行予定となります。


